
鳥栖市議会議員

2018年(H30年)
１１月発行

第20号
発行者：とびまつ妙子
鳥栖市轟木町1259-1
Tel＆FAX 0942- 82-0054

10月10日付け佐賀新聞より

早いもので、今年も残り２カ月をきりました。
いつも真心の励ましをいただき、心より感謝と御
礼を申し上げます。

９月11日に新聞報道で発覚ました、鳥栖市幸
津町の『新産業集積エリア整備事業の用地買収
に絡む農地法違反問題では、市民の皆様に大変
ご心配をおかけしております。

この問題を受け、１０月９日の本会議において、
『平成２９年度鳥栖市産業団地造成特別会計
決算認定』を全会一致で否決しました。

今日まで市民の皆様より、市の農地法違反に対し、
たくさんのお怒りのお声をいただきました。
また、市長は、１０月１日に追加議案として、
『市長の給料を減額する条例改正案』を追加議案
されましたが、市長は、１年３カ月公表しなかった
責任は、認めませんでした。

農地法違反を隠し続けた市長に対して、市へ
の不信感を与えた影響は大きいと判断し、７対１４
の賛成少数で、給与減額条例は、否決致しました。
2017年６月に、市長まで報告が上がっていながら、
なぜ、１年３カ月の間公表しなかったのか。これか
らも原因追究をして参ります。

（一般質問）

市民の方より、旭まちづくり推進センターへの時計設置
についてご相談を頂き、センター長様など、お話をお聞
かせいただいて、６月議会の一般質問にとりあげました。
その後、７月に時計を設置していただきました。

実現しました☆

農地法違反を巡る経緯

入場無料

皆さまのご参加を
お待ちしております(*^▽^*)



平成３０年7月豪雨災害が発生し、鳥栖市でも
今までにない被害が発生した。全国どこでも起
きうる災害に、私たちは何をすべきでしょうか‽

① ７月豪雨による災害の特徴と対応を伺う

◆答弁◆
６/２９～７/７の累積雨量７４３ミリ
➨6/29午前５時３０分に時間雨量あたり７２ミリ
各地で浸水や冠水被害が発生。
通行止め、市内小中学校を臨時休校

➨７/６の１日の積算雨量 ３１０ミリ
市内全域に避難勧告を発令。
災害応急対策全般の活動を全職員で対応。

②真木町を流れている轟木川では、未だ改善
されないことから、7月豪雨では、２ヶ所とも土
嚢が決壊し、道路が冠水した。県など関係機
関との連携を踏まえ、今後予測される冠水箇
所への事前対策をどのように取り組むのか？

◆答弁◆
地元の皆様との連携等を図りながら、国や県が管
理している河川は、これまで以上に、関係機関と
連携を図りながら、対応してまいりたい。

③ 旭地区の方は、避難所に行く途中で避難
経路が冠水し転ばれた。転んだ場所が反対側
の道路だったら、用水路に流されていたかもし
れない。とお聞きした。そこで、避難指示の方
法と避難所の妥当性についての考えを伺う。

◆答弁◆
避難指示は、緊急速報メールや防災ネットあんあ
ん、防災無線、広報車。テレビ、ラジオ、インター
ネット等。 今回の災害を教訓として、避難所とし
て適していたかを検証していく必要がある。

④安否確認についてと、聴覚障害者に対する
災害時安否確認システムを活用してはどうか。

◆答弁◆
避難勧告が発令され、避難行動要支援者につい
ての名簿を配布しようとしましたが、交通渋滞等に
より、一部の町区のみ配布となり、事前準備の必
要性を再認識した。佐賀県聴覚障害者サポートセ
ンターの災害時安否確認のチラシを社会福祉課
の窓口で配布し、本市としてもＰＲ等に努める。

⑤ 防災会議や避難訓練の実施など、
自主防災組織の活動を積極的に、
働きかけていくことが必要で
あると思うが、市の見解は？ 右上⤴

平成30年9月
定例会

１．災害対策について

１．災害対策について

①平成30年7月豪雨による災害の特徴と対応
②冠水被害対策
③避難指示や避難場所
④災害時の安否確認
⑤自主防災組織の活動と自主防災会議
⑥自主防災組織の防災士資格
⑦行政の災害対応訓練
⑧ブロック塀の緊急点検
⑨大阪地震を受け、学校の安全確保
⑩耐震診断の実施を促す取り組み
⑪ブロック塀の撤去・改修にかかる費用の助成
⑫耐震改修が目的の擁壁改修と
補助制度を採用する考えは

２．発達障がい支援

① 特別支援学級等生活指導補助員研修会の
アンケートより、発達障がい児支援に対する
見えてきた課題

② 家庭・教育・福祉の連携
③発達障がい児者及び家族等支援事業

３．サガハイマットについて

①資金調達の状況について
②2018年4月～公的医療保険適用拡大により
どのような影響があるのか

９月１０日 一般質問

100万人訪問調査運動にご協力いただきました
皆様、大変ありがとうございました！



① 7月に「自閉症の見え方とらえ方」と題した
特別支援学級等生活指導補助員研修会のア
ンケートより、発達障がい児支援に対する見
えてきた課題を、教育委員会は、どのように捉
え、どのように対応しようと考えているのか。

◆答弁◆

校長研修会や教頭研修会など、各学校において、
今回の研修内容とその成果、課題について、管
理職を含めた全職員で共有し、学校の状況に応
じて対応していくように指導する。一人一人の実
情に応じた教育の提供及び家庭との連携強化に
努めてまいりたい。発達障害のある児童生徒の目
線に立ち、学校が安心して楽しく学べる場となる
ようハード面、ソフト面の両面の充実に努める。

② 家庭・教育・福祉の連携について、取組と
成果について伺う。

◆答弁◆

就学相談会、スクールソーシャルワーカーと家庭
との連携、ケース会議による学校や医療関係者・
こども育成課・社会福祉課など連携し、保護者及
び児童生徒一人一人に応じた支援を行っている。

③ アンケート結果より、特に『居場所づくり』
と『保護者が障がいについて学べる場』が必
要とされていることが分かってきました。本年
度から「発達障害児者及び家族等支援」の事
業が市町村まで拡大している。本市は、この
事業を行い、発達障がいの支援をしていくこ
とが、求められると思うが、本市の見解を伺う。

◆答弁◆

「ペアレントメンター養成等事業」、「家族のスキル
向上支援事業」、「ピアサポート推進事業」、「その
他の本人・家族支援事業」があり、今後、支援を
必要とする方々へのニーズを見ながら、どのよう
な支援を県や市で行う必要があるか、他自治体
の状況なども確認していきたい。

２．発達障がい支援

⑪ ブロック塀の撤去や改修に係る費用の
補助を行ってはどうか。

◆答弁◆

補助を行っている市町はない。国の新たな補助
メニューの創設ついて、今後、注視したい。

⑫ 耐震改修が目的の擁壁改修について、
補助制度があるが、採用する考えは？

◆答弁◆

補助要件について、国に確認するとともに、先進
事例等について調査してまいりたい。

◆答弁◆

９月１日時点で、自主防災組織の組織率は、75町
区中５２町区が結成、約６９％。
補助制度の見直しなど、自主防災組織の活動が
より充実したものとなるよう支援して参りたい。

⑥ 防災士資格をとることで、わが地域を守る
という意識が出てくると伺った。自主防災組織
の中で、防災士を今後、増やしていく予定は?

◆答弁◆

県の地域防災リーダー養成講座を受講者は、
平成19年～平成22年度が、63名。昨年は3名。
今年は2名の方が取得に取り組んでいる。機会を
活用し防災士の人数を増やしていきたい。

⑦ いつ災害が起こるかわからない中で、本
市の災害対応訓練の実施について見解を伺う。

◆答弁◆

本市では、鳥栖市社会福祉協議会が災害ボラン
ティアセンターを設置し、業務を行う。熊本地震、
九州北部豪雨では職員を派遣し、運営支援とボラ
ンティア受け入れについて知識を習得している。
さらに１０月には、広島県坂町の災害ボランティア
センターに職員の派遣を予定。本市としても、災
害時には状況に応じて判断するが、このような活
動を支援し、連携を強化し、関係する防災関係機
関等で訓練を重ねていくことが必要と考える。

⑧ 本市の通学路と、市内保育所及び幼稚園
等のブロック塀の緊急点検結果について伺う。

◆答弁◆

通学路点検箇所のうち３箇所で、所有者、行政で、
安全な通学路の確保に努めている。
市内の保育所及び幼稚園等の調査結果、安全性
に問題のあるブロックを有する施設はない。

⑨大阪北部地震により、学校の安全確保は?

◆答弁◆

全小中学校のブロック塀を調査した結果、建築基
準法施行令に適合しないのは２箇所。基里小は、
ブロック塀を全て取り壊し、鳥栖中は、高さを調整
対応。今後、法改正等がなされた場合は、児童生
徒の安全安心を守るよう努めてまいりたい。

⑩ 耐震診断の実施を促す取り組みは？

◆答弁◆

今後、耐震診断実施者へのアンケート調査や戸

別訪問等を実施。耐震改修に関する所有者ニー

ズの把握に積極的に取組んでまいりたい。
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🎶 日頃の活動は、とびまつ妙子の
ホームページ・Facebook・Twitter・LINEで、ご覧ください。

かわの義博 参議院議員と
地域訪問

後継者問題、会社の将来
性、従業員の雇用、会社
経営について、等々･･･
現場のお声を伺いました。

☆ 政策要望懇談会☆
江田康幸衆議院議員と
石田祝稔政調会長をお
迎えし、企業・団体の皆
様よりご要望を伺いました。

サガハイマット（九州国際重粒子線がん
治療センター)にて、中川原章理事長と
塩山善之センター長ら皆様と意見交換。
日本が誇る最先端医療を学びました。

自閉スペクトラム症支援団体
「Ａふぁみりーｚ」のセミナーへ☆

教育委員会主催の研修会に参加☆

ﾃｰﾏ 「自閉症の見え方とらえ方」

絵本こおりのひめ
（作家のうららちゃん ）
自閉症の親子が紡ぎ
出す大きな愛の物語
です。
「どうして私はうまれ
てきたのかな」と

こおりひめは答えを探しにいくことに･･･

石田祝稔政調会長

7月22日～友好交流都市のドイツ・ツァイツ
市より、子どもたちが鳥栖で２週間の滞在。
ホームステイ受け入れの宮原さん家族と
ザラちゃん♪笑顔がとっても素敵です🍀

公明党佐賀県本部夏季議員研修会☆
㈱オプティムの友廣一雄取締役より
AI・IOT・ビッグデータを活用しての
講演は、大変勉強になりました。

（右端：かわの義博参議員）

講師
友廣様

真木町の敬老祝賀会へ☆

敬老の日大変おめでとうございます。

幸齢者の皆様を尊敬する社会を
（高齢者） 目指してまいります。

(トビトビなるままに)

9月30日、東京の都市センター
ホテルにおいて
『 第12回 公明党全国大会 』
が開催されました。
佐賀県本部より、中本県議・
野中佐賀市議と、私の3人が
代議員として参加致しました。
党全国大会は2年ごとに開催さ
れ、役員人事や2年間の活動
方針・重要政策が決定します。
役員人事では、山口代表の
６選と新幹事長に、斉藤鉄夫氏
が就任しました。 公明党は、
「人と地域を生かす共生社会を
めざして」取り組んでまいります。

初当選以来、議会質問を欠か
さず取り組むことができ、その
結果、通信２０号を迎えること
ができました。皆様に心より感
謝と御礼を申し上げます。

江田衆議院議員

佐賀県本部女性党員研修会☆
九州女性局長の高瀬ひろみ参議員
をお迎えし、リーダー研修会を実施。
教育無償化・働き方改革・ＩＲ法案

など、を学びました。


